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VOL.803江津の “今”と “未来”を伝える広報紙

投球の秘訣
教わったよ

9 月 24 日、「ドリーム・ベースボール」が
江津中央公園にて開催されました。

（詳しくは 20 ページに掲載しています）



①保育を必要とする事由
　市内在住のお子さんで、保護者が次のいずれかの
事由に該当する場合

・就労
・妊娠、出産
・保護者の疾病、障がい
・同居または長期入院している親族の介護・看護
・災害復旧
・求職活動（起業準備含む）
・就学（職業訓練校などにおける職業訓練を含む）
・育児休業取得時に、既に保育を利用している子
どもがいて継続利用が必要であること
・その他上記に類する状態として市が認める場合

②保育の必要量
　保育を必要とする事由と、保護者の就労時間など
により、保育を利用できる時間を市が判断します。

保育標準時間
１日あたり 11 時間の保育利用を
上限（両親ともフルタイムで働い
ている場合など）

保育短時間
１日あたり 8 時間の保育利用を
上限（両親またはどちらかがパー
トタイムで働いている場合など）

※平成 27 年 3 月 31 日までに保育所（園）に入所してい
る場合には、保育短時間に該当する場合であっても、保
育標準時間認定とする経過措置を設けています。

　保育所（園）などを利用するためには、「保育の必要
性の認定申請」と「保育所（園）等利用申込手続き」を
同時にしていただく必要があります。

　保育所（園）・認定こども園・小規模保育施設（地域型保育）の利用を希望される場合
の認定（２号認定、３号認定）は、次の①と②を考慮します。

利用できる施設・事業をチェック

保育を必要とする場合とは？

１号認定 ２号認定 ３号認定

・認定こども園
（幼稚園部門）

・保育所（園）
・認定こども園
（保育園部門）

・小規模保育施設
（地域型保育）

・保育所（園）
・認定こども園
（保育園部門）

・小規模保育施設
（地域型保育）

保護者の就労や疾病などにより
保育を必要としている
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いいえ
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※江津市内の幼児教育・保育施設の情報は、
市ホームページでご確認ください。
http://www.city.gotsu.lg.jp/life/1/9/44/

対象のお子さんが
満３歳以上

こちらのQRコードでも
アクセスできます。
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利用申込手続き
◎申込期間
１次受付　11月１日（木）～11月16 日（金）
２次受付　平成３1年１月28 日（月）～２月 8 日（金）
【留意事項】
・平成 31年度中に新たに利用希望する場合は、１次受付期間

内に申し込みをしてください。
・１次受付の期間に申し込みされなかった場合は、２次受付期

間での受け付けとなります。２次受付では、１次受付（選考）
で残った枠内での調整となりますのでご注意ください。

◎受付場所
　市役所子育て支援課・桜江支所・市内各保育所（園）・
認定こども園・小規模保育施設・子育てサポートセンター
◎入所調整
　利用希望者数、保育所（園）などの状況などにより、
利用（入所）できる保育所（園）などを、市が調整し決
定します。

◎申込手続きに必要なもの
★平成 31年度から新たに利用を希望される場合

・「保育所等利用申込書（児童台帳）兼施設型給付費・
地域型保育給付費　支給認定申請書」
・「保育所等利用申込補助票」　
・マイナンバー申告書
・印鑑
・「保育を必要とする理由」を確認する書類

※左下の表を参照してください。
・平成 30 年１月２日以降に江津市に転入した人または
他市町村で課税されている人は、前住所地または課税
されている市区町村役場が発行する父母それぞれの「平
成 30 年度（平成 29 年中所得）住民税納税通知書も
しくは所得課税証明書」をお願いする場合があります。

★継続利用希望される場合
　平成 30 年度に在園し、31年度も継続して利用希望さ
れる場合も手続きが必要です。

・「現況届」　
※世帯の状況、継続利用希望や転園希望をお聞きするもの
です。
在園中の保育所（園）などを通じて１０月末頃にお渡しします。

・「保育を必要とする理由」を確認する書類
・マイナンバー申告書
・印鑑

★継続利用で転園を希望される場合
上記の継続利用時の書類に加え、次の書類も必要です。
・「利用施設変更申込書」
・「保育所等利用申込補助票」

☆「保育を必要とする理由」を確認する書類一覧
理　由 書類など
就　労

※就労内定、
起業予定も含む

就労（内定）証明書
※育児休業中と取得予定の人は、育児休業
取得証明書も

妊娠、出産 母子健康手帳（出産予定のお子さんのも
の）の写し

疾病、障がい 診断書または障害者手帳などの写し　
同居または親族

の介護・看護
介護（看護）されている人の診断書また
は障害者手帳などの写し

就　学 在学証明書
求職活動 就労約束書

申込期間　11月１日（木）～11月16日（金）

利用申込手続き
◎対象年齢
　平成 25 年４月２日生まれ
　　～平成 28 年４月１日生まれのお子さん
◎利用申込
・利用を希望される園に直接お申し込みください。
・提出書類については、希望される園までお問い合わせ
ください。
◎利用できる施設・お問い合わせ先
・あさりこども園　℡（５５）１０２４
・さくらこども園　℡（５５）００１７
・のぞみ保育園　℡（５３）２５５５
・うさぎ山こども園　℡（５４）１４２５

申込
手続

認定こども園幼稚園部門《１号認定》

保育所（園）・認定こども園（保育園部門）・小規模保育施設（地域型保育）《２号・３号認定》

※各申請書類は、受付場所に備え付けてあります。
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健康
＆

すくすく

江津健康ダイヤル２４ （２４時間年中無休 通話料 ・ 相談料無料）　☎０１２０－５０２－５６４

毎日プラス１皿の野菜

あなたは１日に、
何皿の野菜料理を食べていますか？

　野菜の摂取量は、現在 277ｇ（平成 28 年全国平均）
です。目標値の 350ｇまであと約 70ｇ ―― 野菜料理
小鉢１皿分に相当する量が不足しています。
　本市でも、野菜不足の傾向があります。そこで、「毎日
プラス１皿の野菜」をスローガンに、野菜 1日 350ｇ（野
菜料理 1日 5 皿）の摂取を目指しています。

今よりプラス１皿！
１日５皿に一歩ずつ

【ステップアップポイント】
①野菜を主材料とする料理を毎食食べる 
　栄養バランスのよい食事の目安は、主食・主菜・副菜
を組み合わせること。不足しがちな野菜をきちんと摂る
ためには、毎食欠かさず副菜を食べることが大切です。
　時間がない場合などに備え、すぐに食べられるカット野
菜や常備菜などをストックしておくとよいです。

②１食に野菜料理を 
小鉢１皿（約 70ｇ）以上食べる 

　次に、１食に食べる野菜の量を意識します。野菜料理
を盛りつける器とその皿数を目安にします。
　小鉢に盛りつけた場合１皿～２皿、大皿では１皿（小鉢
２皿分）が１食に食べたい野菜の目安量となります。

③生野菜だけでなく、加熱した野菜料理も食べる 
　野菜料理の調理法も偏らないようにします。加熱する
と、かさが減り、たくさんの量を食べることができます。
使う野菜の種類も広がり、食卓が豊かになります。
　忙しいときは、電子レンジの活用もおすすめです。

「毎日プラス１皿の野菜」の取り組み

◎コンビニエンスストアと連携した啓発
　市内コンビニエンスストア３店舗（ローソン江津嘉久志
店・江津済生会病院前店・江津桜江店）にご協力をいた
だき、サラダやカット野菜コーナーに啓発ポップを設置し
ています。
　食事選びにおいて「プラス１皿の野菜」を意識するひと
つのきっかけとなればと考えています。

◎プラス１皿の野菜レシピの紹介
　毎月広報紙に、１人当たりの野菜が「約 70ｇ＝１皿分」
摂れるレシピを紹介しています。ぜひ「プラス１皿の野菜」
の実践にお役立てください。ちなみに、今月のレシピ「大
根とベーコンのバターソテー」は、11月の学校給食にも
登場します。作り方など詳しくは８ページをご覧ください。
　その他に、「楽しい＆おいしい体験で野菜と仲良くなろ
う♪」をテーマとした食育イベントやヘルシーメニューの
開発・提供など、野菜摂取量の増加に向けた取り組みを
すすめていきます。
　あなたも「毎日プラス１皿の野菜」で健康生活をはじめ
ませんか。

■問健康医療対策課健康増進係
　℡（５２）７９３５

啓発などの取り組みにご協力いただける小売店など
があれば、お問い合わせ先までご連絡ください！

取り組みに
参加してくださるお店を募集！募 集
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　小学生が赤ちゃんとの関りを通じて、小さな命に
感動する心、親への感謝や人への思いやり、生きる勇
気を育むために「赤ちゃん登校日」を開催します。
　公開授業となっています。関係者のみでなく関心
のある皆さんの積極的な参観をお待ちしています。
【第３回赤ちゃんとの関わり体験授業】
◎日時
　11 月１日（木）　午前９時 30 分～ 11 時 10 分
◎会場　津宮小学校体育館
◎講師

元鳥取大学医学部准教授　高塚人志　氏
◎参加費　無料
■申■問子育てサポートセンター　℡（５２）０５６９

■問済生会江津総合病院総務課
　 ℡（５４）０１０１

済生会江津総合病院
　「市民公開講座」

　※お申し込みは不要で、受講は無料です。

【11 月の講座】

「心と身体の健康」
～人生 100 年時代を豊かに過ごす
ために～
　先般、100 歳以上となる全国の高齢者は 69,785 人
にのぼるとされ、48 年連続で増加したと発表され
ました。人が高齢になっても生涯現役で社会的な
役割を発揮するためには、健康づくりや疾病予防
を進めることが必要になります。
　当院の医師が具体的な事例を織り交ぜ、人生
100 年時代を見据えた心と身体の健康に役立つお
話をいたします。
　市民の皆さんのたくさんの参加をお待ちしてお
ります。
◎開催日　11 月 28 日（水）
◎時間　午前 10 時～ 11 時
◎場所　済生会江津総合病院　１階

※外来１ブロックと２、３ブロックの間
◎講師　済生会江津総合病院

名誉院長　堀江　裕

江津「赤ちゃん登校日」開催

　大腸がん検診（1 回目）を申し込んだ人は、採便
容器が 11 月末頃にご家庭に届きます。
　採取後、提出期間内に郵送してください。
◎提出期間　11 月 27 日（火）～ 12 月 12 日（水）
◎結果郵送　１月頃
◎備考
　平成31年1月に再度実施します。ただし、4月以降、
ドックなどで受けた人は申し込みできません。
■問健康医療対策課健康増進係　℡（５２）７９３５

大腸がん検診

日（曜日） 会場・受付時間

9 日（金）
トップ金属工業
株式会社　江津工場 ９：00 ～ 12：00

18 日（日）
パレットごうつ

（ごうつ秋まつり会場）
９：00 ～ 11：30
13：00 ～ 15：00

11月の献血・食事相談
【献血】
　輸血が必要な人を救うためにご協力を！
◎対象
　400ml 献血（全血）が可能な人（体重 50 ㎏以上）

■問健康医療対策課健康増進係　℡（５２）７９３５

【食事相談】
◎対象
　糖尿病、境界型糖尿病、その他希望する人
※事前に電話予約が必要です

日（曜日） 会場・受付時間

26 日（月）
市役所
※受付は健康医療対策課 ９：00 ～ 15：00
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子育てサポート　11月のイベント一覧

　　　　■申 ■問 子育てサポートセンター ＮＰＯ法人ちゃいるどりーむ  ℡（５２）０５６９
子育て支援課子育て支援係　℡（５２）７４８７　 谷住郷子育て支援センター　℡（９２）０３３８
あさり子育て支援センター　℡（５５）１０２４　 のぞみ子育て支援センター　℡（５２）７８８８

　子育てサポートセンターの実施する今月のイベ
ントや各種の取り組みなどをお知らせします。

　各イベントなどへのお申し込みやお問い合わせ
は下記の各施設までお問い合わせください。

（注１）　●子子育てサポートセンター　●ののぞみ子育て支援センター　●谷谷住郷子育て支援センター　●ああさり子育て支援センター　●ささくらこども園
（注２）　表中に記載がない場合、予約不要・参加費などは無料
　　　　　　　　　　※ただし、本号発行後に変更される場合があります。

開催日 内　容 備　考

1 日（木） ●あさくらこども園の日「あさりの姉妹園のさくらこども園でお散歩します」
◎時間　午前 9 時 30 分～ 11 時　　◎持ち物　お茶・帽子

要予約
※予約先はあさりこども園

2 日（金） ●子おたのしみの日「音楽あそび」
◎時間　午前 10 時～ 11 時

6 日（火）

●子はじめてベビーの日「ベビーマッサージ」
◎時間　午前 10 時～ 11 時　　対象　第１子で０歳児の赤ちゃんと家族

●の０歳児あそぼうクラブ「食事体験」
◎時間　午前 10 時～　　◎参加費　大人 250 円、子ども 150 円
◎持ち物　エプロン、スプーン、フォーク、おしぼり、ご飯は大人のみ必要

要予約（7 組）

7 日（水） ●谷乳幼児健康相談・離乳食教室・絵本の読み聞かせ
◎時間　午前 9 時 30 分～ 11 時 30 分

8 日（木）
●あわくわく誕生会「10・11 月生まれのお友達　カレーで会食」

◎時間　午前 10 時～正午　　◎参加費  大人 200 円、子ども 100 円
◎持ち物　お茶、スプーン、皿（大人も）

要予約（締切 11/1）

9 日（金） ●子おたのしみの日「お芋ほり」
◎時間　午前 10 時～正午　　◎持ち物　飲み物、軍手、長靴、帽子、ビニール袋

13 日（火）

●あわくわくランチ「こども園でこども達が食べている食事を食べます」
◎時間　午前 11 時～正午　　◎参加費　こども 150 円、大人 250 円
◎持ち物　お箸、スプーン、フォーク、お茶（大人も）

●子ほかほかおもちゃサークル
◎時間　午前 10 時～ 11 時　　◎費用　100 円

要予約
（締切 11/6、5 組）

要予約（6 組）

14 日（水）
●谷すくすくランド「ふれあい遊び」

◎時間　午前 9 時 30 分～ 11 時　　◎持ち物　お茶
●子１歳６か月児健康診査

◎時間　午後 1 時～　　◎対象 　H29 年 4 月 ~5 月生

15 日（木）
●のマザーズひろば「ベビーマッサージ」

◎時間　午前 10 時～　　◎持ち物　バスタオル
●子乳児健康診査

◎時間　午後 1 時～　　◎対象 　H30 年 6 月 11 日 ~8 月 14 日生

要予約

16 日（金） ●子おたのしみの日「小麦粉ねんど遊び」
◎時間　午前 10 時～ 11 時　　◎持ち物　タオル、着替え

21 日（水）

●谷すくすくランド「おもちゃ作り」
◎時間　午前 9 時 30 分～ 11 時

●谷すくすくランド「もぐもぐ体験」
◎時間　午前 11 時 15 分～正午　　◎持ち物　お茶

●のあそぼうクラブ（1 歳・2 歳・3 歳児）「食事体験」
◎時間　午前 10 時～　　◎参加費　こども 150 円、大人 250 円
◎持ち物　エプロン、スプーン、フォーク、おしぼり、ご飯は大人のみ必要

●子乳幼児健康相談・おっぱい相談
◎時間　午前 9 時 30 分～ 11 時 30 分

要予約

要予約（7 組）

24 日（土） ●子絵本のよみかたりの日（しまね子どもの読書等推進の会江津支部）
◎時間　午前 10 時～ 11 時

25 日（日） ●子パパとママと一緒の憩いの日「わくわくどきどき英語で遊ぼう」
◎時間　午前 10 時～午前 11 時

要予約

28 日（水） ●子離乳食教室
◎時間　午前 10 時～ 11 時 30 分　　◎対象　中期 7 か月～ 8 か月児

29 日（木）
●あスマイルデー「森さんのバランスボール体験」

◎時間　午前 9 時 30 分～ 11 時　　◎持ち物　お茶、動きやすい服装で
●のバースデーカフェ

◎時間　午前 10 時～　　◎参加費　100 円

要予約（10 組）

要予約

30 日（金） ●子おたのしみの日「第 3 回子育て講座」
◎時間　午前 10 時～ 11 時

健康
＆

すくすく
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大根とベーコンの
バターソテー

材料（４人分）
・大根　３～４㎝（100ｇ）
・にんじん　１㎝（10ｇ）
・小松菜　１束（30ｇ）
・ベーコン　１枚
・コンソメ（顆粒）　小さじ1/2
・バター　小さじ１（４ｇ）
・塩、こしょう　少々
★小松菜を大根葉で、大根を切干

大根で代用しても美味しくいた
だけます。

江津食彩
ごうつの味　四季めぐり

Cooking

1 人分の野菜使用量　70g

今年最後のおでかけ先は、桜江いきいき祭り
です！本の貸出しのほかに、どんぐりや落

ち葉を使った簡単な工作をご用意しております。

◎日時　11 月 11 日（日）
　　　　午前 10 時 30 分～午後 1 時頃
◎会場　江津市桜江Ｂ＆Ｇ海洋センター
◎備考
・本の貸出期間は、1 カ月です。
登録には身分証明（免許証・保険
証など）が必要です。
・工作は数に限りがあります。
※雨天の場合は中止します。

晩秋から初冬が旬の大根は、部位によって食感や
甘味が異なり、１本でいろいろな料理が楽しめ

ます。
　一番甘く食感が硬い葉元はサラダ、漬物などがお
すすめです。真ん中は煮物などに、辛味が強い先端
は汁物、炒め物などに調理するとおいしく食べられ
ます。葉にも栄養が詰まっているため、捨てずにい
ただきましょう。

作り方
①大根、にんじんは皮をむき、細い短冊切りにする。小松菜は１㎝程度

の長さに切る。ベーコンは大根と同じくらいの幅に切る。
②鍋に大根、にんじんと水（100 ㎖程度）を入れ、蓋をして火にかける。
③火が通ったら小松菜、ベーコン、コンソメを加え、炒め煮にする。汁気

がなくなったら、バターを加え全体にからめ、味をみて塩・こしょうを
加える。

図書館においでよ！
おでかけとしょかん（移動図書館）

Books

今月の休館日 ◎毎週火曜日
◎月末休館日 30 日（金）

■問江津市図書館　℡（５２）０５５１
　桜江分館　℡（９２）０３００

新着図書＆ＣＤ
◎図書
・『台風についてわかっていることいな
いこと』（ベレ出版）
・『廃校再生ストーリーズ』

（美術出版社）
・『おしりたんてい あやうし たんてい
じむしょ』（ポプラ社）

◎ CD
・『劇場版 名探偵コナン主題歌集“20”
All Songs（通常盤）』

野菜料理を１日５皿食べよう！
野菜の一日の目標摂取量は 350 ｇ。
野菜料理にすると、小鉢（小皿）１皿 70 ｇ×５皿分が目安です。

82018.11かわらばん



４日（日）

 25 日（日）

18 日は

同日開催

第 31 回
桜江いきいき祭り

　期間中、総合文化展、桜江中学校文化祭など、
芸術の秋が大集結！11日（日）にはテント村のバザー
や農産物即売会を始め、桜江の〝うまいもん〟が勢
ぞろいします。
　今年も桜江の子どもたちによる「よさこい」踊り
連が会場を盛り上げていきます。手作りメダルを持っ
てぜひご参加ください！
●日時　11月10 日（土）～11日（日）
　　　　午前９時～午後４時
●会場　江津市桜江Ｂ＆Ｇ海洋センターおよび
　　　　周辺施設
●内容
・ごうつ健康まつり in 桜江
・ヘルシーな限定試食
・健康測定の体験
・バーチャルカヌー体験
・市内出演団体ステージ
・hactoコンサート

…など

■問桜江支所総務係　℡（９２）１２１１

桜江神楽共演大会＆
江津市石見神楽大会

●日時　　11月 25 日（日）　午前９時～
●会場　　総合市民センター
●入場券　前売券 1500 円

　当日券 1800 円
　※中学生以下は無料

●チケット取扱場所
ゆめタウン江津、江津市観光情報セ
ンター、総合市民センターなど

■問江津市観光情報センター　℡（５２）０５３４

ご
う
つ
秋
ま
つ
り
＆

石
見
大
陶
器
市

パ
レ
ッ
ト
ご
う
つ
で
開
催

２
０
１
８
ご
う
つ
秋
ま
つ
り

　

毎
年
恒
例
の
秋
の
一
大
イ
ベ
ン
ト

を
、
今
年
は
パ
レ
ッ
ト
ご
う
つ
で
開
催

し
ま
す
。
飲
食
コ
ー
ナ
ー
、
地
元
特
産

品
の
販
売
や
農
林
産
物
の
品
評
会
、
神

楽
の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
盛
り
だ

く
さ
ん
の
内
容
で
す
。

●
日
時　
11
月
18
日

（日）

午
前
９
時
～
午
後
３
時

●
会
場　
パ
レ
ッ
ト
ご
う
つ

●
駐
車
場　
総
合
市
民
セ
ン
タ
ー

●
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

　
じ
ば
さ
ん
セ
ン
タ
ー
、
ゆ
め
タ
ウ
ン

江
津
か
ら
運
行
予
定

※
駐
車
ス
ペ
ー
ス
に
は
限
り
が
あ
り
ま

す
。
公
共
交
通
の
ご
利
用
や
、
で
き
る

だ
け
乗
り
合
わ
せ
の
う
え
、
お
越
し
く

だ
さ
い
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■問
商
工
観
光
課
商
工
振
興
係

℡
（
５
２
）
７
４
９
４

第
14
回
陶
器
祭

「
石
見
大
陶
器
市
」

　

２
割
引
き
コ
ー
ナ
ー
や
赤
札
コ
ー

ナ
ー
な
ど
お
得
な
商
品
が
並
ぶ
他
、
ロ

ク
ロ
体
験
（
有
料
）
も
楽
し
め
ま
す
。

両
日
と
も
３
０
０
０
円
以
上
お
買
い
上

げ
い
た
だ
い
た
先
着
30
人
に
粗
品
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
。

●
日
時　
11
月
17
日

（土）

午
前
10
時
～
午
後
５
時

　
　
　
　
11
月
18
日

（日）

午
前
９
時
～
午
後
４
時

●
会
場　
じ
ば
さ
ん
セ
ン
タ
ー

■問
石
見
陶
器
工
業
協
同
組
合

　
℡
（
５
７
）
０
１
５
５

10 日（土）

11日（日）

秋のイベント情報
Pick Up!

第 24 回 江津市石見神楽大会

●日時　　11月４日（日）　午前９時～
●会場　　桜江中学校体育館
●入場券　前売券 1500 円（小中学生 700 円）

当日券 2000 円（小中学生 1000 円）
●チケット取扱場所

桜江町内各商店、風の国、舞の市、
江津市観光情報センターなど

■問桜江町商工会青年部　℡（９２）１３３１

第 41 回 桜江神楽共演大会

＆＆
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Information
Pick Up!

災
害
へ
の
取
り
組
み
状
況　
― 

平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害 

―

平
成
30
年
７
月
豪
雨
に
際
し
ま
し

て
、
全
国
の
皆
さ
ん
か
ら
多
く
の

義
援
金
、
お
見
舞
金
、
救
援
物
資

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

温
か
い
お
気
持
ち
を
お
寄
せ
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◎
災
害
義
援
金

　
義
援
金
は
、
被
災
さ
れ
た
人
の
生
活
支

援
や
再
建
の
た
め
に
、
被
災
の
程
度
に
応

じ
て
、
直
接
被
災
さ
れ
た
人
に
お
届
け
し

ま
す
。

　
江
津
市
に
対
す
る
被
災
者
に
対
す
る
義

援
金
は
６
４
９
万
９
７
９
８
円
（
９
月
末

現
在
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

寄
せ
ら
れ
た
義
援
金
に
つ
き
ま
し
て

は
、「
江
津
市
平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害

義
援
金
配
分
委
員
会
」
に
お
い
て
、
配
分

方
針
を
決
定
し
、
９
月
末
よ
り
順
次
お
配

り
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
平
成
30
年
７
月
豪
雨
島
根

県
災
害
義
援
金
配
分
委
員
会
」
か
ら
、

５
４
９
０
万
円
を
配
分
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
ら
も
併
せ
て
、
被
災
者
の
皆

さ
ん
に
お
配
り
し
て
い
ま
す
。

※
９
月
末
を
も
っ
て
、
江
津
市
災
害
義
援

金
の
受
付
を
終
了
し
ま
し
た
。

■問
税
務
課
収
納
係℡

（
５
２
）
７
４
８
５

◎
災
害
寄
付
金

　
江
津
市
に
対
す
る
寄
付
金
は
、
11
件
、

１
６
０
７
万
１
３
５
２
円（
９
月
末
現
在
）

と
な
り
ま
し
た
。

　
い
た
だ
い
た
寄
付
金
は
、市
内
の
復
旧・

復
興
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■問
総
務
課
防
災
係℡

（
５
２
）
７
９
２
７

◎
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
災
害
寄
付
金

　
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
よ
る
災
害
寄
付

は
、
１
６
１
件
、
３
１
５
万
２
７
０
０
円

（
９
月
末
現
在
）
と
な
り
ま
し
た
。
ふ
る

さ
と
納
税
専
門
サ
イ
ト
「
ふ
る
さ
と
チ
ョ

イ
ス
」か
ら
申
請
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。

　
通
常
の
ふ
る
さ
と
納
税
と
異
な
り
、
返

礼
品
の
贈
呈
を
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
い
た

だ
い
た
寄
付
金
は
、
市
内
の
復
旧
・
復
興

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■問
政
策
企
画
課
政
策
企
画
係

℡
（
５
２
）
７
９
２
５

災
害
復
旧
予
算
を
計
上
し
ま
し
た

　

平
成
30
年
７
月
豪
雨
の
災
害
復
旧

事
業
費
と
し
て
、
７
月
９
日
付
け
で

９
億
２
１
０
万
１
千
円
を
専
決
処
分
し
、

復
旧
・
復
興
に
向
け
て
早
急
に
対
応
し

ま
し
た
。

　

加
え
て
、
９
月
の
定
例
議
会
に
補
正

予
算
と
し
て
、
３
億
５
０
９
万
６
千
円

（
う
ち
、
１
億
４
７
４
８
万
３
千
円
が
７

月
豪
雨
分
）
を
計
上
し
ま
し
た
。

◎
主
な
内
容

・
被
災
者
生
活
再
建
支
援
金

・
道
路
や
河
川
な
ど
の
復
旧
費

・
災
害
廃
棄
物
を
処
理
す
る
経
費　
な
ど

■問
財
政
課
財
政
係℡

（
５
２
）
７
９
２
９

　
国
土
交
通
省
で
は
、
12
月
１
日
現
在
、

全
国
各
地
で
「
平
成
30
年
住
生
活
総
合

調
査
」
を
行
い
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、

５
年
周
期
の
統
計
調
査
で
す
。

◎
調
査
の
目
的

　

住
生
活
総
合
調
査
は
、
居
住
環
境
を

含
め
た
住
生
活
全
般
に
関
す
る
実
態
や

居
住
者
の
意
向
・
満
足
度
な
ど
を
総
合

的
に
調
査
し
ま
す
。
住
生
活
基
本
法
に

基
づ
く
住
生
活
の
安
定
・
向
上
に
係
る

総
合
的
な
施
策
を
推
進
す
る
う
え
で
必

要
と
な
る
基
礎
資
料
を
得
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

◎
調
査
の
期
日　
12
月
１
日
現
在

◎
調
査
票
の
配
布　
11
月
24
日
～

◎
調
査
の
対
象

　
平
成
30
年
10
月
に
実
施
さ
れ
た
住
宅
・

土
地
統
計
調
査
（
総
務
省
）
に
回
答
さ

れ
た
世
帯
か
ら
無
作
為
抽
出
し
た
世
帯

◎
調
査
の
方
法

　

ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
に
よ
り
調
査
票
を
配

布
し
ま
す
。
郵
送
ま
た
は
オ
ン
ラ
イ
ン

に
よ
り
回
答
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
主
な
調
査
項
目

・
現
在
の
住
宅
と
、
住
宅
ま
わ
り
の
環
境

の
評
価
に
つ
い
て

・
現
在
の
お
住
ま
い
、
以
前
の
お
住
ま
い

に
つ
い
て

・
今
後
の
お
住
ま
い
に
つ
い
て

◎
調
査
結
果
の
公
表

　

全
国
の
ほ
か
、
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
別
、

市
部
・
郡
部
別
に
ま
と
め
ら
れ
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
表
さ
れ
ま
す
。

住
生
活
総
合
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

■問
都
市
計
画
課
建
築
指
導
係　

 

℡
（
５
２
）
７
４
９
０
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平成29年度
ふるさと納税実績

　ふるさと納税制度は、出身者や応援したい地方
公共団体に寄付することで、地方を応援できる制度
です。
　この制度により、平成29年度は全国から2,950件、
65,410,000 円のご寄付をいただきました。
　皆様のふるさと江津を思う温かいお気持ちに心よ
り感謝申し上げます。

■問政策企画課政策企画係　℡（５２）７９２５

平成 29 年度寄付金実績（活用希望別）

事業の種類・活用状況 件数 寄付額

江の川が育み人麻呂が愛したふるさとの自然、景観を活かした事業　 334 件 5,686,000 円

大元神楽、石見神楽等、ふるさとの伝統芸能、文化の伝承に関する事業
　　【活用状況】①再興院展開催補助
　　　　　　　②指定文化財保護事業　
　　　　　　　③大元神楽伝承館管理事業

250 件 5,300,000 円

江の川の豊かな恵みを活かした交流を通じて人々が元気になる事業
　　【活用状況】①桜江ピクニックラン事業
　　　　　　　②江の川祭事業
　　　　　　　③桜江いきいき祭り事業

120 件 2,115,000 円

ふるさとの子どもたちがすくすくと育ち、安心して暮らせるための事業
　　【活用状況】①放課後子ども教室推進事業
　　　　　　　②放課後児童クラブ事業
　　　　　　　③図書購入

1,027 件 24,210,000 円

ふるさとの人々がイキイキと、暮らし続けていくための事業
　　【活用状況】 生活交通バス事業

376 件 7,790,000 円

指定なし 850 件 20,309,000 円
　　　　　　　　　　　　　　　　　※寄付件数の合計は、１件の寄付につき複数の事業に指定できるため、上記の件数とは一致しません。　

寄付総額
65,410,000円

ふるさと特産品募集
　江津市では、全国からふるさとづくり寄付（ふるさと納
税）を募り、寄付者にはお礼として市の特産品を贈呈し
ています。
　より多くの江津の魅力を全国へ発信するため、贈呈す
る特産品を追加募集します。
　詳細は、政策企画係までお問い合わせください。

ふるさと納税の返礼品について
　江津市では、ふるさと納税本来の趣旨を踏まえ、市内
在住の人からのご寄付につきましては、返礼品の贈呈を
取りやめています。
　皆さんのご理解・ご協力をお願いします。
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市
で
は
、
将
来
の
人
口
減
少
社
会
を

見
据
え
た
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く

り
の
方
向
性
を
定
め
る
立
地
適
正
化
計

画
の
策
定
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
計
画
に
位
置
付
け
る
居
住
拠
点

の
区
域
に
つ
い
て
、
住
民
の
皆
さ
ん
の

意
見
を
参
考
に
す
る
た
め
、
市
内
４
中

学
校
区
ご
と
に
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

★
桜
江
中
学
校
区
（
桜
江
地
域
）

◎
日
時　
12
月
１
日

（土）

　
　
　
　
午
前
10
時
～
正
午

◎
場
所　
桜
江
総
合
セ
ン
タ
ー
研
修
室

★
江
東
中
学
校
区
（
江
津
東
地
域
）

◎
日
時　
12
月
１
日

（土）

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

◎
場
所　

浅
利
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交

流
セ
ン
タ
ー
集
会
室

★
青
陵
中
学
校
区
（
江
津
西
地
域
）

◎
日
時　
12
月
２
日

（日）

　
　
　
　
午
前
10
時
～
正
午

◎
場
所　

都
野
津
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

交
流
セ
ン
タ
ー
集
会
室

★
江
津
中
学
校
区
（
江
津
中
央
地
域
）

◎
日
時　
12
月
２
日

（日）

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

◎
場
所　
パ
レ
ッ
ト
ご
う
つ
会
議
研
修
室

◎
応
募
資
格

　

市
内
在
住
も
し
く
は
通
勤
・
通
学
す

る
高
校
生
以
上
の
人

◎
申
込
締
切　
11
月
26
日

（月）

※
参
加
人
数
を
把
握
す
る
た
め
、
事
前

の
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

立
地
適
正
化
計
画　
居
住
拠
点
に
関
す
る
住
民
説
明
会
■問
都
市
計
画
課
都
市
計
画
係　

 

℡
（
５
２
）
７
９
５
２

　

10
月
９
日
、
第
68
回
「
社
会
を
明
る

く
す
る
運
動
」
標
語
入
選
作
品
の
表
彰

式
が
市
役
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
作
品
・
入
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
標
語
入
選
作
品

■問
社
会
福
祉
課
地
域
福
祉
係　
℡
（
５
２
）
７
９
３
８

賞
名

作
品

学
校　
学
年　
氏
名
（
敬
称
略
）

最
優
秀
賞
遊
び
だ
よ　
そ
う
言
い
な
が
ら　
い
じ
め
て
る

江
津
中
学
校　
１
年　
山
縣
怜
央

優
秀
賞

考
え
て　
責
任
も
っ
て　
そ
の
言
葉

江
津
中
学
校　
３
年　
中
野　
雅

伝
え
よ
う　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
じ
ゃ
心
は　
見
え
な
い
よ

江
東
中
学
校　
１
年　
永
井
涼
香

大
丈
夫　
変
わ
れ
る
は
ず
だ
よ　
あ
な
た
な
ら

青
陵
中
学
校　
２
年　
岡
田
夏
海

振
り
か
ざ
す　
そ
の
手
は
未
来
を　
奪
い
去
る

桜
江
中
学
校　
２
年　
平
田
萌
香

佳
作

流
さ
れ
ず　
ち
ょ
っ
と
勇
気
を　
出
し
て
み
て

江
津
中
学
校　
３
年　
福
本
聡
美

「
大
丈
夫
？
」
そ
っ
け
な
い
け
れ
ど　
温
か
い

江
津
中
学
校　
２
年　
橋
井
佑
空

伝
え
よ
う　
感
謝
の
言
葉　
自
分
か
ら

江
東
中
学
校　
３
年　
瓜
崎
里
奈

や
め
よ
う
よ　
見
て
見
ぬ
ふ
り
も　
い
じ
め
だ
よ

江
東
中
学
校　
２
年　
松
茂
大
雅

失
敗
は
誰
で
も
す
る　
想
像
し
よ
う　
未
来
の
自
分

青
陵
中
学
校　
２
年　
小
松
祐
一

人
を
傷
つ
け
る
言
葉　
そ
れ
は
自
分
も
傷
つ
け
る
言
葉

青
陵
中
学
校　
２
年　
横
田
友
紀

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
困
っ
た
ら　
今
す
ぐ
出
そ
う　
Ｓ
Ｏ
Ｓ

桜
江
中
学
校　
３
年　
松
島
紗
良

◎応募期間　８月 20 日～９月 14 日
◎応募総数　４２１点
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島
根
県
が
行
う
「
平
成
30
年
度
み
ん

な
で
守
り
育
て
る
し
ま
ね
の
道
と
川
の

愛
護
活
動
表
彰
」
に
て
、
桜
江
町
川
戸

地
区
の
後
山
中
自
治
会
が
「
道
路
・
公

園
部
門
」
で
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
地
域
の
道
路
、
河
川
、

海
岸
、
公
共
土
木
施
設
に
お
け
る
愛
護

活
動
（
清
掃
活
動
な
ど
）
に
功
績
の
あ
っ

た
個
人
ま
た
は
団
体
を
表
彰
す
る
制
度

で
す
。

　

同
自
治
会
で
は
、
県
道
三
次
江
津
線

の
清
掃
、
草
刈
り
、
植
栽
管
理
な
ど
の

清
掃
活
動
を
10
年
間
継
続
し
て
取
り
組

ん
で
お
り
、
そ
の
功
績
に
対
し
て
島
根

県
知
事
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

表
彰
式
は
９
月
４
日

（火）
に
桜
江
総
合

セ
ン
タ
ー
に
て
行
わ
れ
、
島
根
県
か
ら

同
自
治
会
の
代
表
者
へ
表
彰
状
と
盾
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

※
本
来
な
ら
、
県
知
事
よ
り
表
彰
を
受

け
る
予
定
で
し
た
が
、
平
成
30
年
７
月

豪
雨
に
よ
り
、
浜
田
県
土
事
務
所
長
が

桜
江
総
合
セ
ン
タ
ー
に
出
向
い
て
の
授

与
式
と
な
り
ま
し
た
。

　

９
月
14
日
、
少
年
の
主
張
江
津
市
大

会
が
江
津
市
立
青
陵
中
学
校
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
市
内
４
中
学
校
の
代
表
が
、

家
庭
、
学
校
、
地
域
で
の
か
か
わ
り
の

中
で
、
日
頃
考
え
て
い
る
こ
と
や
体
験

を
発
表
し
ま
し
た
。

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

少
年
の
主
張
江
津
市
大
会

■問
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係　
℡
（
５
２
）
７
４
９
６

賞
名

学
校
名

氏
名
（
敬
称
略
）
発
表
タ
イ
ト
ル

最
優
秀
賞

江
東
中
学
校

安
部　
愛
理

今
の
私
た
ち
にでき

る
こ
と

優
秀
賞
一
席

江
津
中
学
校

土
井　
菜
々
子

私
が
ゼ
ロ
な
ら

優
秀
賞
二
席

青
陵
中
学
校

田
中　
莉
奈

感
謝
を
伝
え
る

優
良
賞

青
陵
中
学
校

冨
金
原　
優
心

優
し
い
心
で

桜
江
中
学
校

山
根　
陽
菜
子

生
き
る
と
い
う
こ
と

江
東
中
学
校

𠮷
村　
彩
花

奇
跡

江
津
中
学
校

永
島　
千
聖

あ
き
ら
め
な
い
自
分
に

桜
江
中
学
校

川
村　
ゆ
り

家
族
に
つ
い
て

Information
Pick Up!

後
山
中
自
治
会
が
島
根
県
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た

■問
土
木
建
設
課
国
県
事
業
推
進
室　
℡
（
５
２
）
７
９
５
４

↑草刈りの活動「ハートフルしまね」の様子

↓表彰を受けた後山中自治会の大場文吉さん（写
真左）と水田卓彦さん（写真中）と、浜田県土
事務所の奥村所長（写真右）
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空
き
地
の
適
正
管
理

　

空
き
地
の
管
理
を
怠
る
と
、雑
草

が
生
い
茂
り
、ご
み
の
不
法
投
棄
を

招
い
た
り
、害
虫
や
有
害
動
物
の
発

生
の
原
因
に
な
る
な
ど
の
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。

　
空
き
地
の
所
有
者
お
よ
び
管
理
者

は
、近
隣
の
人
に
迷
惑
が
か
か
ら
な

い
よ
う
適
正
に
管
理
を
し
て
く
だ
さ

い
。
清
潔
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■問
市
民
生
活
課
生
活
環
境
係

℡
（
５
２
）７
９
３
６

可
燃
物
処
理
場
の

休
日
開
場
日

○日
11
月
25
日

（日）

　
午
前
９
時
～
正
午

○￥
有
料

※
事
前
連
絡
は
不
要
で
す
。

■問
エ
コ
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

℡
（
５
３
）５
０
８
１

不
燃
物
処
理
場
の

休
日
開
場
日

○日
11
月
25
日

（日）

　
午
前
９
時
～
正
午

○対
一
般
家
庭
の
燃
や
せ
な
い
ご
み
の
み

※
事
業
系
の
ご
み
は
持
ち
込
み
不
可
。

○￥
有
料

○他
金
物
類
と
有
害
ご
み
と
ガ
ラ
ス
・

陶
器
類
に
分
別
が
必
要
で
す
。
事
前

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

■申
■問
島
の
星
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー　

℡
（
５
２
）５
３
２
１

お
知
ら
せ

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

★
税
を
考
え
る
週
間

　
テ
ー
マ
「
く
ら
し
を
支
え
る
税
」

　

国
税
庁
で
は
、毎
年
11
月
11
日
～

17
日
を
「
税
を
考
え

る
週
間
」と
し
て
、国

税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
さ
ま
ざ
ま
な
情
報

を
提
供
し
て
い
ま
す
。

https://w
w

w
.nta.go.jp

★
浜
田
税
務
署
長
納
税
表
彰
式

　
納
税
思
想
の
高
揚
な
ど
に
貢
献
し

た
皆
さ
ん
を
表
彰
し
ま
す
。

○日
11
月
13
日

（火）　
午
前
10
時
～
11
時

○場
浜
田
合
同
庁
舎
２
階
大
会
議
室

★
租
税
作
品
合
同
表
彰
式

　
今
年
で
第
７
回
と
な
る
租
税
作
品

合
同
表
彰
式
を
行
い
ま
す
。

○日
11
月
10
日

（土）　
午
前
10
時
～
正
午

○場
ゆ
め
タ
ウ
ン
浜
田
１
階

■問
浜
田
税
務
署

℡
０
８
５
５
（
２
２
）０
３
６
０

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

11
月
９
日

（金）
～
15
日

（木）

「
忘
れ
て
な
い
？

　

サ
イ
フ
に
ス
マ
ホ
に　

火
の
確
認
」

　
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
空
気
が
乾
燥

し
、火
災
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま

す
。
火
を
扱
う
と
き
は
、そ
の
場
を
離

れ
ず
消
火
を
確
実
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
万
が
一
、住
宅
火
災
が
発
生
し
た
場

合
の
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

◎
命
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

【
３
つ
の
習
慣
】

・
寝
た
ば
こ
は
、絶
対
や
め
る
。

・
ス
ト
ー
ブ
は
、燃
え
や
す
い
も
の
か

ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

・
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ

る
と
き
は
、必
ず
火
を
消
す
。

【
４
つ
の
対
策
】

・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、住
宅
用

火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

・
寝
具
、衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の

火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、防
炎
品
を
使

用
す
る
。

・
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
、住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置
す

る
。

・
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人

を
守
る
た
め
に
、隣
近
所
の
協
力
体

制
を
つ
く
る
。

■問
江
津
邑
智
消
防
組
合

℡
（
５
２
）０
１
１
９

有　

料　

広　

告

情報
ポケットご

み
・
環
境

11
月
は
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

推
進
月
間
で
す

　

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
と
は
、環
境
に
配

慮
し
て
自
動
車
を
使
用
す
る
こ
と

で
す
。
運
転
す
る
人
の
心
が
け
次
第

で
、だ
れ
で
も
簡
単
に
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
ガ
ソ
リ
ン
代
の
節
約
や
二
酸
化
炭

素
排
出
量
の
削
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

行
楽
シ
ー
ズ
ン
で
車
に
乗
る
機
会
が

多
く
な
る
11
月
。
こ
の
機
会
に
、環
境

に
も
お
財
布
に
も
や
さ
し
い
「
エ
コ

ド
ラ
イ
ブ
」を
始
め
ま
し
ょ
う
。

■問
市
民
生
活
課
生
活
環
境
係

℡
（
５
２
）７
９
３
６

各記号の意味
○日 日時　○期 期間　○場 場所　○内 内容　○対 対象
○資 資格　○持 持ち物　○定 定員　○￥ 費用　○〆 締切　
○他 その他　■問 問い合わせ先　■申 申請先

11月

▲ＨＰはこちら

2018.11かわらばん 14



有　

料　

広　

告

社
会
福
祉
事
業
に
対
す
る

災
害
義
援
金
の
寄
附
へ
の
感
謝

　
平
成
30
年
７
月
豪
雨
に
際
し
ま
し

て
、社
会
福
祉
事
業
へ
の
寄
附
と
し

て
、多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
の
温
か
い

お
気
持
ち
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
、誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

◎
ご
寄
附
い
た
だ
い
た
個
人
・
団
体

（
９
月
30
日
受
付
分
ま
で
）

▽
出
雲
市
・
鈴
木
恵
子
さ
ん
▽
田
中
霙

子
さ
ん
▽
松
江
市
・
松
岡
賢
治
さ
ん
▽

ド
ク
タ
ー
リ
セ
ラ

（株）
様
▽
湯
浅
八
重
子

さ
ん
▽
江
津
市
障
が
い
者
協
会
様
▽
江

津
市
連
合
自
治
会　
会
長　
湯
浅
詔
三

さ
ん
▽
松
江
市
・
出
雲
竹
材
工
業　
高

木
幹
一
郎
さ
ん
▽
敬
川
保
育
所
職
員
一

同
様
▽
松
川
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
様
▽
出

雲
市
・
お
お
つ
か
ク
リ
ニ
ッ
ク
様
▽
長

田
婦
人
会
様
▽
活
波
ク
ラ
ブ
様
▽
中
村

輝
昭
さ
ん
▽
中
﨑
正
彦
さ
ん

※
掲
載
を
ご
了
承
い
た
だ
い
た
人
に

つ
い
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

■問
江
津
市
社
会
福
祉
協
議
会

℡
（
５
２
）２
４
７
４

相　
談

11
月
補
聴
器
修
理
相
談
会

「
福
祉
事
務
所
分
室
」会
場

（
選
管
事
務
局
隣
り
）

☆
５
日

（月）
〔
東
神
実
業
〕

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

☆
６
日

（火）
〔
深
野
時
計
店
〕

　
午
前
10
時
～
正
午

☆
12
日

（月）
〔
中
国
補
聴
器
〕

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

☆
28
日

（水）
〔
西
日
本
補
聴
器
〕

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

「
桜
江
総
合
セ
ン
タ
ー
和
室
」会
場

☆
８
日

（木）
〔
深
野
時
計
店
〕

　
午
前
10
時
～
正
午

☆
28
日

（水）
〔
西
日
本
補
聴
器
〕

　
午
前
10
時
～
正
午

※
修
理
の
程
度
に
よ
り
費
用
が
か
か

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■問
健
康
医
療
対
策
課
障
が
い
者
福
祉
係

℡
（
５
２
）７
９
３
４

生
活
の
悩
み
・
困
り
ご
と
を

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
生
活
に
困
っ
て
い
る
人
、不
安
や
心

配
が
あ
る
人
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
開
設
日　
平
日

◎
開
設
時
間

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

○場
江
津
市
社
会
福
祉
協
議
会

■問
生
活
支
援
相
談
セ
ン
タ
ー

℡
（
５
２
）２
４
７
４

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
ご
う
つ

（
認
知
症
カ
フ
ェ
）開
設

　

認
知
症
の
人
と
そ
の
家
族
、認
知

症
に
不
安
の
あ
る
人
、誰
も
が
気
軽

に
集
え
る
場
で
す
。
専
門
ス
タ
ッ
フ

も
い
ま
す
。
ゆ
っ
く
り
コ
ー
ヒ
ー
で

も
飲
み
な
が
ら
、認
知
症
の
こ
と
や

医
療
・
介
護
の
こ
と
、心
配
事
な
ど

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○日
11
月
10
日

（土）
、24
日

（土）

※
毎
月
第
２
・
第
４
土
曜
日

午
後
1
時
30
分
～
３
時
30
分

○場
ワ
ー
ク
く
わ
の
木
江
津
事
業
所

○対
認
知
症
の
人
と
そ
の
家
族
、専
門

職
な
ど
ど
な
た
で
も

○他
申
込
不
要

○￥
１
０
０
円
（
お
茶
代
）

■問
青
山
介
護
支
援
事
業
所

℡
（
５
４
）３
１
２
３

が
ん
ケ
ア
サ
ロ
ン
江
津

　
が
ん
の
こ
と
を
気
軽
に
本
音
で
語

り
合
う
場
、対
話
を
通
し
て
不
安
や

孤
独
感
が
和
ら
ぐ
よ
う
な
場
と
し
て

開
催
し
て
い
ま
す
。
お
茶
を
飲
み
な

が
ら
ほ
っ
と
す
る
時
間
を
共
に
過
ご

し
ま
せ
ん
か
。

○日
11
月
17
日

（土）

　
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

○場
江
津
保
健
セ
ン
タ
ー

○対
が
ん
で
治
療
中
の
人
や
過
去
に
が

ん
を
体
験
し
た
人
、そ
の
家
族
、医
療

や
福
祉
の
専
門
職
な
ど
ど
な
た
で
も

歓
迎
し
ま
す
。

○他
申
込
不
要

○￥
１
０
０
円
（
お
茶
代
）

■問
世
話
人
代
表　
松
浦
真
理
子

℡
０
９
０
（
８
０
６
８
）７
９
２
０

移
動
ナ
ー
ス
バ
ン
ク

（
就
業
相
談
会
）開
催

○日
11
月
21
日

（水）　
午
後
１
時
～
４
時

　
※
毎
月
第
３
水
曜
日

○場
済
生
会
江
津
総
合
病
院

○内
求
人
・
求
職
相
談
、

　
看
護
情
報
の
提
供
な
ど

■問
島
根
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
５
２
（
２
７
）８
５
１
０

ひ
と
り
親
家
庭
の
法
律
相
談

○日
11
月
28
日

（水）

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　
（
ひ
と
り
30
分
）

○場
い
わ
み
ー
る

※
事
前
に
電
話
で
の
申
し
込
み
が
必

要
で
す
。

■申
■問

（財）
島
根
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

℡
０
８
５
２
（
３
２
）５
９
２
０

募　
集

自
衛
官
の
募
集

自
衛
官
候
補
生

（
陸
上
・
海
上
・
航
空
自
衛
隊
）

　
採
用
と
同
時
に
自
衛
官
候
補
生
に

任
命
。
３
ヵ
月
間
の
教
育
訓
練
を
修

了
し
た
後
、１
年
９
ヵ
月
か
ら
２
年

９
ヵ
月
を
任
用
期
間
と
す
る
２
等

陸
・
海
・
空
士
に
任
用
さ
れ
ま
す
。

○資
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
人

市税などの納付は便利な口座振替をご利用ください。
お手続きは市内金融機関にてお願いします。

歳暮歳暮
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広　

告

◎
応
募
期
間

　
11
月
19
日

（月）
～
12
月
7
日

（金）

◎
採
用
試
験　
12
月
８
日

（土）

◎
試
験
会
場

　
陸
上
自
衛
隊
出
雲
駐
屯
地

◎
試
験
科
目　

筆
記
試
験
・
口
述

試
験
・
適
正
検
査
・
作
文
・
身
体
検
査

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

　

陸
上
自
衛
隊
に
お
い
て
、高
機
能

化
・
シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
た
装
備
品
を

駆
使
・
運
用
し
、国
際
社
会
に
お
い
て

対
応
で
き
る
自
衛
官
と
な
る
者
を
養

成
す
る
た
め
に
、中
学
校
卒
業
者
な
ど

を
対
象
に
採
用
す
る
制
度
で
す
。

【
一
般
】

○資
平
成
31
年
４
月
１
日
現
在
、15
歳

以
上
17
歳
未
満
の
男
子
で
、中
学
校

卒
業
者
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
の
前

期
課
程
修
了
者

◎
応
募
期
間

　
平
成
31
年
１
月
７
日

（月）
ま
で

◎
１
次
試
験

・
試
験
日　
平
成
31
年
１
月
19
日

（土）

・
会
場　
松
江
地
方
合
同
庁
舎
、浜
田

城
山
ビ
ル

◎
２
次
試
験

・
試
験
日　
平
成
31
年
２
月
１
日

（金）
～

２
月
４
日

（月）
の
指
定
す
る
１
日

・
会
場　
陸
上
自
衛
隊
出
雲
駐
屯
地

【
推
薦
】

○資
前
記
の
者
の
中
か
ら
中
学
校
長
ま

た
は
中
等
教
育
学
校
長
が
推
薦
で
き

る
者

◎
応
募
期
間　
11
月
30
日

（金）
ま
で

◎
試
験
期
日
・
試
験
会
場

・
平
成
31
年
１
月
５
日

（土）
～

１
月
７
日

（月）
の
指
定
す
る
１
日

・
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
（
横

須
賀
市
）

■問
自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本
部　

℡
０
８
５
２
（
２
１
）０
０
１
５

市
営
住
宅
・
県
営
住
宅
の

入
居
者
を
募
集

　

市
で
は
、市
営
住
宅
な
ど
の
入
居

者
を
募
集
し
ま
す
。

◎
募
集
団
地

　
11
月
募
集
団
地
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、募
集
期
間
内
に
左
記
ま
で
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

※
江
津
市
定
住
促
進
住
宅
お
よ
び
島

根
県
定
住
促
進
賃
貸
住
宅
に
つ
い
て

は
、空
き
家
が
生
じ
た
場
合
に
随
時

募
集
し
て
い
ま
す
。

◎
募
集
期
間

　
11
月
16
日

（金）
～
30
日

（金）
必
着

◎
抽
選　
12
月
下
旬

◎
入
居
予
定　
１
月
中
旬

※
入
居
要
件
な
ど
詳
し
く
は
、お
問

い
合
わ
せ
、ま
た
は
公
社
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■申
■問
島
根
県
住
宅
供
給
公
社
浜
田
住

宅
管
理
事
務
所　

℡
０
８
５
５
（
２
５
）０
５
３
５ 

江
津
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
募
集

　
あ
な
た
の
豊
か
な
知
識
と
経
験
を

社
会
の
た
め
に
生
か
し
ま
せ
ん
か
。

◎
業
務
内
容　

屋
内
・
屋
外
清
掃
、

窓
ふ
き
や
水
ま
わ
り
の
掃
除
、家
庭

の
定
期
的
な
ご
み
出
し
、障
子
の
貼

り
替
え
、草
刈
り
や
せ
ん
定

◎
入
会
条
件　
市
内
在
住
の
60
歳
以

上
の
健
康
で
、働
く
意
欲
の
あ
る
人

入
会
説
明
会

○日
11
月
15
日

（木）　
午
後
１
時
30
分
～

○場
江
津
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

○他
筆
記
用
具
持
参

※
空
き
家
や
お
墓
の
掃
除
も
行
っ
て

い
ま
す
。
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

■問
江
津
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

℡
（
５
２
）１
６
１
６

し
い
た
け
原
木
の

申
込
受
付

　
地
域
の
特
用
林
産
物
の
生
産
振
興

の
た
め
、し
い
た
け
原
木
を
販
売
し

て
い
ま
す
。

　

し
い
た
け
原
木
以
外
に
も
緑
化

木
、花
木
、果
樹
な
ど
地
域
の
緑
化
活

動
に
資
す
る
苗
木
も
各
種
取
り
扱
っ

て
い
ま
す
。

◎
１
本
当
た
り
の
税
込
価
格　

・
し
い
た
け
原
木　
４
３
２
円

・
植
菌
原
木　
７
５
６
円

・
ほ
だ
木　

１
０
８
０
円
（
当
年
生

え
る
も
の
）

※
長
さ
は
１
ｍ
程
度
。
太
さ
の
指
定

は
で
き
ま
せ
ん
。

○〆
平
成
31
年
２
月
末
日

■申
■問
江
津
市
森
林
組
合

℡
（
５
２
）２
２
５
２

受
講
生
募
集

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
医
療
事
務
科

　
医
療
事
務
や
パ
ソ
コ
ン
操
作
を
学

び
、医
療
機
関
だ
け
で
な
く
、幅
広
い

職
種
で
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
成
し

ま
す
。
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
や
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
学
び
、社
会
人
と
し

て
の
基
本
を
身
に
つ
け
ま
す
。

◎
応
募
資
格　
求
職
者

◎
訓
練
期
間　
12
月
11
日

（火）
～

平
成
31
年
３
月
８
日

（金）

◎
訓
練
場
所　

( 株 )
ラ
イ
ト
中
央
支
店

◎
受
講
料　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
な

ど
２
万
３
０
０
０
円
程
度
必
要
）

◎
募
集
定
員　
15
人

◎
申
込
締
切　
11
月
16
日

（金）

◎
申
込
方
法　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
窓

口
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
入
校
検
定
日　
11
月
26
日

（月）

◎
検
定
場
所　
浜
田
合
同
庁
舎
５
階

中
会
議
室

◎
選
抜
方
法　
面
接
試
験
・
筆
記
試
験

■申
■問
県
立
西
部
高
等
技
術
校

℡
０
８
５
６
（
２
２
）２
４
５
０

講
演
会
・
研
修

第
２
回
リ
レ
ー
万
葉
講
演
会

ｉ
ｎ 

石
見
２
０
１
８

　

今
年
も
、多
彩
な
講
師
陣
を
迎
え

て
、人
麻
呂
の
魅
力
や
石
見
に
残
し

た
功
績
を
た
ど
る
３
会
場
リ
レ
ー
講
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演
会
を
開
催
し
ま
す
。

★
江
津
会
場

○日
11
月
24
日

（土）

　
午
後
１
時
～
午
後
４
時
30
分

○場
じ
ば
さ
ん
セ
ン
タ
ー

◎
内
容　

①
万
葉
集
歌
え
ば
命
の
泉
沸
く
（
万

葉
集
は
言
葉
の
文
化
財
）

②
江
の
川
の
歴
史
（
人
麻
呂
さ
ん
も

通
っ
た
道
）

★
大
田
会
場

○日
12
月
１
日

（土）

　
午
後
１
時
～
午
後
４
時
30
分

○場
島
根
県
立
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ

ー
あ
す
て
ら
す
（
大
田
市
大
田
町
）

◎
内
容　

①
柿
本
人
麻
呂
の
四
首
歌
と
大
田
市

の
万
葉
歌

②
石
見
銀
山
の
粋
な
文
化
に
人
麻
呂

さ
ん
の
影

★
益
田
会
場

○日
12
月
９
日

（日）

　
午
後
０
時
30
分
～
３
時
30
分

○場
益
田
市
高
津
公
民
館

◎
内
容　

①
歌
と
言
霊　
柿
本
人
麻
呂
抄

②
人
麻
呂
公
（
千
三
百
忌
２
０
２
３

年
に
向
か
っ
て
）

■問
商
工
観
光
課
観
光
振
興
係

℡
（
５
２
）７
４
９
４

有
機
農
業
講
演
会

　

内
科
医
を
講
師
に
迎
え
、医
師
の

視
点
か
ら
、有
機
農
業
の
大
切
さ
に

つ
い
て
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○日
12
月
２
日

（日）　
午
後
１
時
30
分
～

○場
じ
ば
さ
ん
セ
ン
タ
ー

◎
演
題　
未
来
に
続
く
命
と
医
療
を

守
る
た
め
に

◎
講
師　
医
療
法
人
く
ろ
た
に
内
科

ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長　
黒
谷
浩
史
氏

○￥
入
場
無
料

◎
参
加
申
込
期
限　
11
月
30
日

（金）

■申
■問
農
林
水
産
課
農
業
振
興
係

℡
（
５
２
）７
４
９
３

　
　
島
根
有
機
農
業
協
会

℡
０
８
５
５
（
７
５
）０
０
１
７

家
庭
犬
の
し
つ
け
教
室

　
愛
犬
と
共
に
暮
ら
す
中
で
の
困
り

ご
と
を
解
決
し
ま
せ
ん
か
。 

○日
11
月
18
日

（日）

　
午
前
10
時
～
午
後
１
時

○場
わ
ん
わ
ん
・
ふ
れ
あ
い
広
場
（
江

津
市
渡
津
町
２
６
１
号
線
上
長
田
バ

ス
停
前　
※
看
板
あ
り
） 

○￥
５
０
０
円 

○内
警
察
犬
訓
練
士
に
よ
る
講
義
と
実

践
・
愛
犬
と
一
緒
に
お
出
か
け
く
だ

さ
い
。
大
型
犬
の
参
加
や
一
人
で
の

参
加
も
歓
迎
し
ま
す
。

※
終
了
後
、希
望
さ
れ
る
人
に
は
個

別
指
導
も
し
ま
す
。
雨
天
延
期
（
小

雨
決
行
）

■問
わ
ん
わ
ん
・
ふ
れ
あ
い
会
（
杉
本 

）

℡
（
５
２
）３
６
７
２

イ
ベ
ン
ト

ご
う
つ
企
業
ガ
イ
ダ
ン
ス

　

年
１
回
開
か
れ
る
、市
内
最
大
の

企
業
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
す
。
企
業
の
採

用
担
当
者
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
の
ほ
か
、個
別
相
談
を
受
け
付

け
、求
人
に
関
し
情
報
提
供
し
ま
す
。

○日
11
月
15
日

（木）

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

※
１
時
30
分
～
２
時
に
、企
業
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
開
催

○場
ポ
リ
テ
ク
カ
レ
ッ
ジ
島
根
体
育
館

◎
参
加
企
業　
江
津
市
内
に
事
業
所

を
有
す
る
企
業
（
15
社
程
度
）

◎
対
象
者　
江
津
市
内
の
企
業
に
就

職
を
希
望
す
る
人

■問
商
工
観
光
課
企
業
立
地
係

℡
（
５
２
）７
４
９
４

第
25
回
「
小
さ
な
巨
匠
展
」

　
島
根
県
立
江
津
清
和
養
護
学
校
と

江
津
市
内
特
別
支
援
学
級
、江
津
市

在
住
の
浜
田
養
護
学
校
の
児
童
生
徒

の
作
品
展
を
開
催
し
ま
す
。 

　
児
童
生
徒
が
学
習
活
動
の
中
で
制

作
し
た
絵
画
や
版
画
、工
作
な
ど
の

造
形
作
品
や
学
習
の
様
子
を
紹
介
し

た
も
の
を
展
示
し
て
い
ま
す
。　
　

 

　

今
年
度
は
、東
日
本
大
震
災
の
被

災
地
に
向
け
た
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

形
に
し
た
「
福
島
ひ
ま
わ
り
里
親
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」へ
の
参
加
の
様
子
や
、

ひ
ま
わ
り
を
題
材
に
し
た
作
品
の
展

示
も
行
い
ま
す
。

　

 

小
さ
な
巨
匠
た
ち
の
力
作
を
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

○期
11
月
22
日

（木）
～
11
月
28
日

（水）

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

※
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で

○場
ゆ
め
タ
ウ
ン
江
津 

○￥
入
場
無
料 

■問
島
根
県
立
江
津
清
和
養
護
学
校 

生
徒
指
導
部 

℡
（
５
２
）２
６
１
３

浜
田
養
護
学
校

創
立
40
周
年
記
念

は
ま
よ
う
ま
つ
り 

　
「
は
ま
よ
う
ま
つ
り
」を
今
年
も
盛

大
に
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
来

校
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

○日
11
月
18
日

（日）

　
午
前
９
時
10
分
～
午
後
２
時
30
分 

○場
浜
田
養
護
学
校 

○内
午
前
中
は
創
立
40
周
年
記
念
式

典
、各
学
部
の
学
習
発
表
会
。
午
後

は
作
業
学
習
製
品
の
販
売
（
水
産
加

工
品
・
木
工
製
品
・
手
芸
品
・
陶
芸

品
・
野
菜
・
草
花
・
焼
菓
子
な
ど
）、

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
出
し
物
、福
祉
事
業
所
製

品
の
販
売
、神
楽
部
に
よ
る 

「
大
蛇
」

上
演
な
ど
を
行
い
ま
す
。
児
童
生
徒

の
作
品
展
示
も
し
て
い
ま
す
。 

■問
浜
田
養
護
学
校
（
は
ま
よ
う
ま
つ

り
担
当
・
加
藤
）

℡
０
８
５
５
（
２
８
）２
２
０
０

　■問 問い合わせ先 　
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石
見
も
り
も
り
祭

（
石
見
養
護
学
校
文
化
祭
）

 　
児
童
生
徒
た
ち
の
学
習
発
表
や
、

心
の
こ
も
っ
た
作
品
、作
業
学
習
な

ど
の
製
品
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 　
皆
さ
ん
の
ご
来
校
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。 

○日
11
月
17
日

（土） 

・
ス
テ
ー
ジ
発
表

　
午
前
９
時
05
分
～
11
時
40
分

・
作
品
展
示
お
よ
び
作
業
学
習
な
ど

の
製
品
販
売

　
午
後
０
時
30
分
～
２
時

○場
石
見
養
護
学
校
（
邑
南
町
） 

※
駐
車
場
は
学
校
校
庭

■問
石
見
養
護
学
校
（
平
木
・
高
尾
）

℡
０
８
５
５
（
９
５
）２
１
４
１

ご
縁
の
学
校

跡
市
Ａ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｂ
Ｉ
特
別
編

　
趣
あ
る
木
造
校
舎
「
旧
江
津
市
立

跡
市
小
学
校
」が
1
日
限
り
の
学
校

と
し
て
復
活
し
ま
す
。
パ
ッ
ク
ン
マ

ッ
ク
ン
を
は
じ
め
と
す
る
著
名
な
講

師
を
お
招
き
し
、地
元
の
歴
史
・
文

化
に
も
触
れ
ら
れ
る
特
別
授
業
を
開

催
し
ま
す
。

　
懐
か
し
い
あ
の
頃
の
授
業
を
も
う

一
度
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

○日
11
月
24
日

（土）

　
午
前
11
時
10
分
～
午
後
４
時

○場
旧
江
津
市
跡
市
小
学
校

○定
90
人
（
1
ク
ラ
ス
30
人
）

　
※
未
就
学
児
不
可

○￥
授
業
料
３
０
０
０
円
（
税
込
）

　
給
食
付
き
、石
見
神
楽
鑑
賞
あ
り
。

■申
■問
「
ご
縁
の
学
校
」実
行
委
員
会

（
跡
市
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
流
セ

ン
タ
ー
内
） 

℡
（
５
６
）２
１
０
７

石
見
海
浜
公
園

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　
有
酸
素
運
動
と
し
て
人
気
の
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
に
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
取
り
入

れ
た
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
発
祥
の
新
し
い

ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
ポ
ー
ル
と
呼
ば
れ

る
ス
キ
ー
の
ス
ト
ッ
ク
に
似
た
棒
を

使
っ
て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
す
る
だ
け
で

と
て
も
気
軽
に
で
き
ま
す
。

○日
11
月
18
日

（日）　
午
前
10
時
～
正
午 

◎
集
合
場
所　
石
見
海
浜
公
園
予
約

セ
ン
タ
ー 

○￥
料
金
無
料
（
ポ
ー
ル
レ
ン
タ
ル
代

５
０
０
円
） 

◎
申
込　
事
前
予
約
ま
た
は
当
日
参

加
可 

■申
■問
石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン
タ
ー 

℡
０
８
５
５
（
２
８
）２
２
３
１

長
州
藩
士
慰
霊
祭

　
明
治
維
新
１
５
０
年
記
念
事
業
と

し
て
本
町
で
慰
霊
祭
を
開
催
し
ま
す
。

○日
11
月
４
日

（日）　
午
前
10
時
～

○場
近
本
大
正
堂
横

※
雨
天
時
は
、甍
街
道
交
流
館
ま
た

は
観
音
寺

◎
駐
車
場　
郷
田
小
学
校
体
育
館

■問
本
町
地
区
歴
史
的
建
造
物
を
活
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
（
郷
田
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
流
セ
ン
タ
ー
内
）

℡
（
５
２
）５
５
６
６

ア
ク
ア
ス
イ
ベ
ン
ト
情
報

ア
ク
ア
ス
の
体
験
ス
ク
ー
ル

「
ア
ク
ア
ス
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
押
し

寿
司
を
作
ろ
う
！
」

○日
11
月
18
日

（日）

　
午
前
10
時
～
午
後
１
時

○場
レ
ク
チ
ャ
ー
ホ
ー
ル

○￥
小
学
生
以
上
１
人
５
０
０
円

○他
定
員
30
人

◎
持
ち
物　
牛
乳
パ
ッ
ク
１
人
１
個

◎
申
込
方
法

①
電
話
で
申
し
込
む

②
ア
ク
ア
ス
Ｈ
Ｐ
か
ら
申
し
込
む

特
別
展
「
Ｐ
ｅ
ｎ
ｇ
ｕ
ｉ
ｎ　

Ｘ

　
　
　
　

～
あ
り
が
と
う
、

ペ
ン
ギ
ン
館
10
周
年
～
」

　
ペ
ン
ギ
ン
館
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｎ
10
周
年
を

記
念
し
、こ
れ
ま
で
の
飼
育
・
繁
殖

の
歴
史
や
飼
育
ス
タ
ッ
フ
の
工
夫
な

ど
を
紹
介
し
ま
す
！

○期
11
月
3
日

（土）
～平

成
31
年
１
月
14
日

（月）

○場
ア
ク
ア
ス
3
階
特
別
展
示
室

出
雲
科
学
館
が

ア
ク
ア
ス
に
や
っ
て
く
る
！

　
出
雲
科
学
館
の
ス
タ
ッ
フ
を
講
師

に
迎
え
、イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

○日
11
月
３
日

（土）
～
４
日

（日）

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
１
】Ｍ
ｒ
．
ま
っ
つ

ん
の
サ
イ
エ
ン
ス
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー

◎
時
間
（
各
回
30
分
）

・
１
回
目　
午
前
10
時
15
分
～

・
２
回
目　
午
後
１
時
45
分
～

○場
レ
ク
チ
ャ
ー
ホ
ー
ル

○対
ど
な
た
で
も
（
申
込
不
要
）

○￥
参
加
費
無
料

◎
講
師　
松
永
一
馬
氏

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
２
】南
極
＆
ペ
ン
ギ

ン
サ
イ
エ
ン
ス
ト
ー
ク

◎
時
間
（
各
回
30
分
）

・
１
回
目　
午
前
11
時
15
分
～

・
２
回
目　
午
後
２
時
45
分
～

○場
3
階
図
書
コ
ー
ナ
ー
横

○対
ど
な
た
で
も

○￥
入
館
料
に
含
み
ま
す

◎
講
師　
早
川
由
紀
子
氏

石
見
神
楽
（
ア
ク
ア
ス
公
演
）

◎
日
程

・
11
月
３
日

（土）
【
有
福
神
楽
保
持
者
会
】

・
11
月
４
日

（日）
【
細
谷
神
楽
社
中
】

◎
時
間　
午
後
１
時
～
３
時

○場
ア
ク
ア
ス
隣
は
っ
し
ー
広
場

○他
雨
天
中
止

◎
神
楽
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

　
石
央
マ
リ
ン
開
発
株
式
会
社

℡
０
８
５
５
（
２
８
）３
３
８
８

■申
■問
し
ま
ね
海
洋
館
学
習
交
流
係

℡
０
８
５
５
（
２
８
）３
９
０
０

有　

料　

広　

告
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 交通事故の発生状況
（９月末現在・江津警察署）

年別 件数 死者 傷者
市
内

Ｈ 30 年 20 0 23
前年比 -15 -2 -14

県
内

Ｈ 30 年 753 16 903
前年比 -174 2 -172

 火災・救急・救助の件数
（９月末現在・江津消防署管内）

種別 火災 救助 救急
月の件数 3 1 100
年間合計 23 20 908

 人の動き
（９月末現在・市民生活課届出分）

人口・世帯数       ※括弧内は前月比
総人口　　23,743人（-9）
男　　　　11,090人（-8）
女　　　　12,653人（-1）
世帯数　　11,537世帯（1）
赤ちゃんの誕生

男の子　　4人　／　女の子　　3人

ありがとうございます
（９月 30 日受付分まで）

社会福祉事業へ寄付

香典返し寄付

▽兵庫県加古川市（黒松）・福島昌治さん（故芳枝
さん）▽浜田市（嘉久志）・宮村孝正さん（故フサ
ヱさん）▽後地・焼杉叔生さん（故一エさん）▽嘉
久志（江津）・森脇久恵さん（故屋根内セキさん）
▽敬川・山﨑秀一さん（故茂子さん）▽埼玉県所
沢市（黒松）・山口小夜子さん（故福島ミツヱさん）
▽都野津・南口サツエさん（故哲雄さん）▽桜江・
長谷川富男さん（故タケ子さん）▽江津・山崎幸宜
さん（故君枝さん）▽都治・永井隆博さん（故寅光
さん）▽浅利・中木啓二さん（故千世子さん）▽黒
松・池谷一志さん（故アイ子さん）▽都野津・桶原
準嘉さん（故晴枝さん）

※掲載をご了承いただいた人について掲載し
ています。印刷上表記できない漢字は、常用
漢字などに置き換えています。

江津市社会福祉協議会（℡ 52-2474）

有　

料　

広　

告

消費者生活に関するご相談は、
　消費者ホットライン
　　１８８（局番無し）
　　　　※お近くの消費者相談セ

　　　ンターにつながります。

11月の無料相談
人権相談（登記相談含む）

日時 19 日（月）9：00 ～ 12：00
会場 市役所 2 階　第 5 会議室

行政相談

江津 28 日（水）14：00 ～ 17：00
市役所１階　市民相談室

桜江 11 月は開催なし

こころの健康相談
日時 11 月は開催なし会場

交通事故相談
日時 毎週水曜日（祝休日を除く）
会場 浜田合同庁舎１階
備考 島根県交通事故相談所浜田相談室

要予約   ℡ 0855（29）5563
サポステ浜田　就労相談

日時 毎月第２火曜日 11：00 ～ 13：00
会場 市社会福祉協議会　面談室

備考
島根県地域若者サポートステーション
（浜田市・いわみーる 1 階）
要予約   ℡ 0855（22）6830

ふれあい福祉センター総合相談所
法律相談
（弁護士）

8日（木）13：00～15：00
市社会福祉協議会　※要予約

一般相談
（江津）

30 日（金）9：00 ～ 12：00
市社会福祉協議会　※要予約

一般相談
（桜江）11 月は開催なし

福祉相談
（担当職員）

（月）～（金）9：00 ～ 16：00
※祝日・年末年始は除く
市社会福祉協議会

備考 予約先
市社会福祉協議会　℡（52）6710

11月の断酒会
江津保健センター
開催日 1 日・8 日・22 日（いずれも木）
時間 19：00 ～ 21：00
桜江保健センター
開催日 15 日（木）
時間 19：00 ～ 21：00
　　　　■問 佐々井勉 ℡ 090（8715）8679
　　豊田康弘 ℡ 080（1904）8154

くらしの広場
　マンガで学ぶ
　賢い消費生活

作 柏屋コッコ

（無料相談・断酒会・各種統計・寄付など）
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広報担当のカメラから
まちの息吹をお届けします

球界のスーパースターが集結！
ドリーム・ベースボール開催
　９月 24 日、江津市民球場で宝くじスポーツ
フェア「ドリーム・ベースボール」が開催され、
金田正一さんを始めとする元プロ野球選手 20
人が訪れました。選手たちを見ようとファンや
市民など 3217 人が来場しました。
　午前中の少年少女野球教室では、地元の小中
学生が選手から走塁や打法、投げ方、そして心
構えなど指導を受けました。また、じばさんセ
ンターでは「私の野球人生」と題して、金田さ
んによる講演会が行われ、現役時代のエピソー
ドなどを軽妙な話術で語りました。
　午後は、ホームラン競争とドリーム・ゲーム（元
プロ野球選手チームと江津市選抜チームとの対
戦）を実施。攻防の末、１対１の同点で引き分
けました。試合後、お互いのプレイをたたえ合い、
握手を交わしました。
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戦場カメラマンからのメッセージ
　7 月の豪雨災害を受けて延期されていた戦場カメラマン・
渡部陽一さんの講演会が、９月 16 日（日）、江津市総合市
民センター大ホールにおいて開催されました。
　「幼い頃から訪れてきた父親の出身地である島根県には特
別な思い入れがあります」という渡部さん。ステージに映し
出された印象的な写真の１枚１枚について、テレビでもお馴
染みの独特の口調に大きな身振り手振りを交え、戦場カメラ
マンになった経緯、戦場の残酷さや戦地の子どもたちへの思
いなど熱のこもったお話を聞かせてくれました。

笑顔あふれる長寿のお祝い
　今年 100 歳を迎える盆子原アヤネさん（川平町）を９月
25 日、山下市長が訪問し、お祝いの品を手渡しました。
　盆子原さんは大正７年（1918 年）生まれ。これまで大き
な病気やけがもなく、畑仕事をしたり買い物に出かけたりと
元気に過ごされています。当日は自治会館で開催。地域の皆
さんも一緒に盆子原さんを祝いました。「祝ってもらってま
た若返った。もうちょっとがんばる」と笑顔で話す姿に、周
りも笑いに包まれ、盆子原さんから元気をもらいました。
　市内で 100 歳を迎えるのは 19 人（男性１人、女性 18 人）
です。皆さん、おめでとうございます！

体験！広報のお仕事
　９月 19 日から 21 日の間、「江津市職員の仕事についてど
んなことをやっているかを知りたい」と、４人の中学生が職
場体験にやってきました。（２日目以降は 5 人）
　１日目は、「江津市の広報について」を学びました。午前中、
広報のことやカメラの使い方などを勉強し、午後からは市公
式 Facebook 用に写真を撮影しました。中学生たちのおす
すめの場所やものを探して撮影し、その中から良いと思う写
真を選んでもらいました。市公式Facebookには、
写真のほか、撮影した場所やエピソードなども
投稿しています。ぜひご覧ください！

東屋で万葉ロマンを感じて
　人麻呂と恵

え ら ひ め
良媛（依羅娘子）のゆかりの地である二宮町で

万葉展望スポットとして、休憩用の建物である東屋を建立し
ました。「万葉ロマンの里・二宮」が、地域の文化を継承し、
宣伝・周知していくために整備したものです。
　設計と建築は、ポリテクカレッジ島根が担い、10 月 2 日
に最終工程として屋根の仕上げを行いました。施工したのは
2 年生 10 人の生徒たち。地元住民の皆さんに見守られなが
ら、石州瓦をふきました。
　東屋はウォーキングコース上にある高台に建てられ、石見相
聞歌に詠まれた景色を眺望しながら、くつろぐことができます。

▲ Facebook の
QR コード
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江津市の県立高校で
今、何が起きているのか？

※統括プロデューサーとは、「江津高校・江津工業高校魅力化統括プロデューサー」の略。
今年度から、県立高校で「教育の魅力化事業」を実施しています。

読んで納得！

かわらばんの読者の皆さんは、今の自分がしている仕事
（もしくはリタイア前の仕事）を、学生時代に想像してい

たでしょうか？時代の変化とともに、必要とされる仕事が新
たに生まれ、逆に効率化・自動化によってなくなる仕事もあ
ります。「時代をどう先読みするか」が周囲の大人たちに求め
られています。
　江津高校では「わくわくすること」を起点に、どんな世の中

になってもやりたいことを「仕事〝に〟できる人材」を育成す
ることに挑戦します。江津工業高校では「資格取得」を起点
に、職業人としての市場価値を可視化し、「仕事〝が〟できる
人材」の育成に挑戦しています。
　「に」と「が」、たった一文字ですが意味が全く異なることに
人材育成の奥深さを感じます。

―― 統括プロデューサー　江上尚

技への挑戦
ー自分の仕事に値打ちをつけるー

↑ものづくりマイスター（右）から溶接技術の指導を受ける生徒（左）

■問島根県立江津工業高等学校　℡（５２）２１２０

　今年の江津高校は「脱皮」の年、60 周年記念キャラクタ
ー〝だっぴー〟まで登場して気運を盛り上げてきました。８
月末に行われた文化祭企画「ふつうの主婦が見つけたやる
気のエンジンのかけ方」で講演をいただいた朝山あつこさん
はじめキーパーソン 21の皆さんによる進行で、江津高校の
１年生がわくわくエンジン ® を発見する体験プログラムに
参加しました。
　後日、体験会を振り返ったときの感想のひとつが冒頭の
ものです。この生徒に限らずたくさんの生徒が、これまで自
分の中でつかみかねていた「本当の自分」、「自分の本心、
気持ちが素直に向いて、わくわくして動き出さずにはいられ
ない原動力のようなもの」について、微かにではあっても手
応えを感じたようです。このような感想が出てきたことを本
当に嬉しく思います。江津高校ではこういう生徒を育てた
いのです。
　「自分を変えるって難しいな、と思いました。」と、満足でき
るような「本当の自分」にたどりつけなかった生徒もいます。
もう少し時間が必要のようですが、これまでと違う自分を見
つけるために、一度、自分を変えてみようとしています。これ
までとは違ったアプローチを試みようとしている、という意
味でこの生徒はすでに問題解決の糸口をつかんでいます。
　２年生、３年生で８割、1年生では９割の生徒が「朝山さ
んの講演が有意義であった」と回答し、同じ割合で「自分の
わくわくエンジンを発見したいと思った」と回答しています。
　江津高校では、この成果をバネに生徒が次のステップに
飛躍できるようプロジェクトを進化させていきます。

「何かに挑戦していきたいと思いました。」

　江津工業高校では教育魅力化推進事業の３本柱の２つ目
に「みがく」事業があり、次のことを目標にしています。

①ものづくりマイスターの指導を受けながら、技術・技能
の向上・資格取得に励み、各種競技大会等で上位入賞を
目指す。
②主体的な挑戦の中で達成感を味わい、さらなる向上心
や豊かな人間性を育む。　

資格の種類 昨年度の合格者数
技能検定３級機械保全（技能士） 8 人
技能検定３級建築大工（技能士） 14 人
第二種電気工事士
第一種電気工事士

11 人
7 人

２級電気工事施工管理技士 3 人
２級建築施工管理技士 2 人
ガス溶接技能講習
アーク溶接技能講習

20 人
4 人

小型車輌系建設機械運転業務講習 15 人
乙種第４類危険物取扱者 7 人
建築ＣＡＤ検定３級、准１級 19 人、1 人
色彩検定 3 級、２級、１級 8 人、1 人、1 人
基礎製図検定
機械製図検定

13 人
4 人

情報技術検定３級 46 人
パソコン利用技術検定３級 11 人
計算技術検定 3 級、２級 68 人、2 人
島根県職業資格顕彰制度表彰者 34 人
ジュニアマイスター顕彰制度表彰者 3 人

※ものづくりマイスターとは、優れた技能と経験を有した熟練技
能者を厚生労働省などが認定し、中小企業や学校などにおいて広
く技術指導を行う制度です。

資格取得へ挑む

↑体験プログラムが終わって集合写真をパチリ。わくわくエンジン®
を発見することで、やる気エンジンの手がかりを掴んだ１年生たちの笑
顔はいつにも増して晴れやか。

■問島根県立江津高等学校　℡（５３）０５５３

江津工業高校HP江津高校HP
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日　Sun 月　Mon 火　Tue 水　Wed 木　Thu 金　Fri 土　Sat
1 2 3
●子休館日
●サ定休日
●済乳がん検診
●済子宮頸がん検診
◆赤ちゃん登校日（5）
●保断酒会（19）

●済子宮頸がん検診
●総江津市文化祭

●子休館日
●総江津市文化祭
●中 選抜学童防犯野

球大会

4 5 6 7 8 9 10
●総江津市文化祭
●中 選抜学童防犯野

球大会
●中卓球連盟会長杯
　オープン卓球大会
◆桜江神楽共演大会

（9）
◆長州藩士慰霊祭

（18）
◆石見大崎鼻灯台

一般公開日

◆子宮頸がん検診
（済生会、ゆめタウン

江津、金田ふれあい
センター、浅利・松
平地域コミュニティ
交流センター）

◆乳がん検診
（ゆめタウン江津、浅

利地域コミュニティ
交流センター）

●図休館日
●じ臨時休館
●済乳がん検診
●済子宮頸がん検診

●済子宮頸がん検診 ●子休館日
●サ定休日
●済乳がん検診
●済子宮頸がん検診
●総 江津市総合社会

福祉大会
●保断酒会（19）
●社法律相談（19）

●済子宮頸がん検診 ●中江津テニスベテラ
ン大会

◆桜江いきいき祭り
（9）

◆オレンジカフェご
うつ（15）

11 12 13 14 15 16 17
●中 市野球連盟秋季

選手権大会
●中今井杯テニス大会
●中県ラージボール卓

球選手権大会
◆桜江いきいき祭り

（9）

●済子宮頸がん検診 ●図休館日
●済乳がん検診
●済子宮頸がん検診

●済子宮頸がん検診
●中市グラウンドゴル

フ協会年末大会

●子休館日
●サ定休日
●済乳がん検診
●済子宮頸がん検診
◆ごうつ企業ガイダ

ンス（17）
●桜断酒会（19）

●済子宮頸がん検診 ●中防犯長縄跳び大会
●じ石見大陶器市（9）
●保がんケアサロンご

うつ（15）

18 19 20 21 22 23 24
●中 市野球連盟秋季

選手権大会
●中 星高杯ソフトバ

レーボール大会
●じ石見大陶器市（9）
●パごうつ秋まつり（9）
◆家庭犬のしつけ教

室（17）

●済子宮頸がん検診
●役人権相談（19）

江津食育の日

●図休館日
●済乳がん検診
●済子宮頸がん検診

●済子宮頸がん検診
●ササンピコの日
●済 移動ナースバンク

（15）

●子休館日
●サ定休日
●済乳がん検診
●済子宮頸がん検診
◆小さな巨匠展（17）
●保断酒会（19）

●子休館日
●総 石見智翠館高等

学校吹奏楽部定
期演奏会

●中ふれあいバレーボー
ル石見地区大会

◆小さな巨匠展（17）

勤労感謝の日

●総 石見智翠館高等
学校吹奏楽部定
期演奏会

◆オレンジカフェご
うつ（15）

●じリレー万葉講演
会（17）

◆小さな巨匠展（17）
◆ご縁の学校（18）

25 26 27 28 29 30
●総 江津市石見神楽

大会（9）
●中 市野球連盟秋季

選手権大会
●中 星高杯ソフトバ

レーボール大会
●島休日開場日（14）
●エ休日開場日（14）
◆小さな巨匠展（17）

●済子宮頸がん検診
●役食事相談（5）
◆小さな巨匠展（17）

●図休館日
●済乳がん検診
●済子宮頸がん検診
◆小さな巨匠展（17）

●済子宮頸がん検診
●済市民公開講座（5）
◆小さな巨匠展（17）
●役行政相談（19）

●子休館日
●サ定休日
●済乳がん検診
●済子宮頸がん検診

●図休館日
●済子宮頸がん検診
●社一般相談（19）

11月ごうつカレンダー

◎各記号の意味
●役市役所　●人人権啓発センター　●島島の星クリーンセンター　
●エエコクリーンセンター　●保江津保健センター　
●さ桜江総合センター（●桜桜江保健センター●コ桜江コミュニティセンター
　●川川戸地域コミュニティ交流センター）　●中中央公園　
●総総合市民センター　●図江津市図書館　●パパレットごうつ　
●ササンピコごうつ　●子子育てサポートセンター　●じじばさんセンター　
●社社会福祉協議会　●済済生会江津総合病院　◆市内その他会場

※カッコ内の数字は、記事掲載ページ。

世界で 6 秒に 1 人
の命を奪う糖尿病

11 月 14 日は
世界糖尿病デーです！
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蔵出し写真館

　くにびき国体（昭和57年）　
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昭
和
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年
、島
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県
で
第
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回
国

民
体
育
大
会
（
く
に
び
き
国
体
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催
さ
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ま
し
た
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津
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球
と
野
球
は
江
津
中
央
公
園

で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
写
真
は
、市
民
球
場
で
野
球

の
試
合
を
観
戦
す
る
様
子
を
撮
影
し

た
も
の
で
す
。
国
体
に
向
け
て
整
備

さ
れ
た
江
津
中
央
公
園
。
36
年
が
経

過
し
ま
す
が
、試
合
を
見
つ
め
る
観

客
の
ま
な
ざ
し
は
今
も
昔
も
変
わ
ら

ず
真
剣
そ
の
も
の
。
視
線
の
先
で
は

ナ
イ
ス
プ
レ
ー
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。
拍
手
が
沸
き
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

応
援
の
熱
気
が
伝
わ
る
１
枚
で
す
。

１９８２

ごうつ防災メール
の登録はこちら→

江津市の情報発信
ホームページやFacebookなどで市の情報をお届
けしています！
広報紙面情報の配信を、アプリ「マチイロ」やイン
ターネットサービスの「マイ広報誌」で実施中。
災害や道路・河川に関する情報は「ごうつ防災メ
ール」で発信しています。
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